
(第 2回)横手市廃棄物減量等推進審議会 記録 

 

 

日 時  平成１９年３月３０日(金)  午前９時３０分～１１時３０分 

場 所  平鹿生涯学習センター 

出席者 

 審議会委員  長 岩 嘉 悦（増田～学識経験者） 

        柴 田 丈 生（平鹿町～廃棄物減量等推進審議会等） 

        照 井 英 一（大森～学識経験者） 

        福 田 恵美子（大森～学識経験者） 

        赤 川 和 子（横手～婦人代表） 

        小 玉 タニ子（横手～婦人代表） 

佐 藤 静 子（増田～婦人代表） 

        黒 政 和 子（雄物川～婦人代表） 

        鷹 田 芳 子（十文字～婦人代表） 

        佐々木 建 治（横手～環境美化推進員連絡協議会理事） 

        佐 藤 政 彦（雄物川～衛生指導員） 

熊 谷 秋 夫（十文字～環境美化推進員等） 

        柴 田 光 雄（大雄～環境衛生組織連合会等） 

         

 事務局 

        佐々木 久 雄（横手市福祉環境部環境部長） 

粕加屋 健 市（横手市福祉環境部環境課長） 

        皆 川 規 和（横手市福祉環境部環境課環境保全担当） 

        菅 原 幸 広（横手市福祉環境部環境課環境保全担当） 

 

 

1. 部長あいさつ 

   来週から新たな１９年度が始まるが、平成１９年度の環境に関する重点課題が３

つあり、１つはごみ袋の手数料化、２つ目は分別収集の統一化、３つ目として平成

２７年度稼動の統合施設に向けての準備作業を平成１９年度から始めるというこ

とである。 

   環境行政においてはさらに厳しい要望が出される事と思うが、これからも審議員

の方には今まで以上のご協力をお願いしたい。 

 

2. 会長あいさつ 

本日はお忙しいところご出席いただいてありがとうございます。本日は１１名の

出席であるが、審議の方よろしくお願いします。 



3. 議事録署名委員の選任について 

８番の佐藤静子委員と１０番の黒政和子委員。 

 

4. 協議 

 ・平成１９年度一般廃棄物処理実施計画案について（事務局） 

   

  事務局が実施計画概要を説明。 

 

 （熊谷委員） 

  ダンボール等の古紙類は従来どおりひもで縛ることになっているが、それ

は紙ひもでいいのか？ 

 （事務局） 

  分別統一のスタートの年度であるので、いきなり紙ひもでの全市統一は難

しいと考えているので、従来どおりのひもを使用しての収集をお願いしたい

と考えている。 

 （黒政委員） 

  スタート時点だからこそ、現時点で紙ひもによる統一をしたらどうか？ 

 （赤川、小玉、柴田委員） 

  紙ひもでの統一をしてほしい。 

 （黒政委員） 

  ペットボトルのラベルはとらなくていいか？ 

 （事務局） 

  ペットボトル等処理センターで中間処理をした後に引き取り業者に引き

渡すことになっているが、引渡し業者がラベルをとる処理をすることになっ

ているため、排出の際にラベルをとる必要はない。 

 （柴田委員） 

  ペットボトルのキャップはとって排出することでよいか？ 

 （事務局） 

  従来どおりとって可燃ごみに出してもらう。 

 （柴田光雄委員） 

  大雄地域では今まで灰を収集しなかったが、収集することになった経緯

は？ 

 （事務局） 

  大雄地域以外の地域ではすでに灰の回収をしていた。サービスの低下にな

らないためにも全市的に回収をするものである。 

 （小玉委員） 

  実施計画のなかにある「バイオマスタウン構想」とは？ 

 



 （事務局） 

  有機物の有効利用を図り、市をあげて資源循環型社会を目指すもの。１９

年度から市農政課が主体となって取り組むこととなっている。 

（会長） 

  特に異議がないとすれば了承したいと思います。 

 （委員） 

  全員異議なしで了承。 

 ・分別収集に係る住民説明会の開催について 

   事務局より報告 

 ・その他 

（照井委員） 

  生ごみ処理機の購入についてだが、地域局の広報で生ごみ処理機の補助制

度をみて、地域局に申請をしたが、予算上の理由で断られたことがある。 

  予算はどのような枠範囲となっているのか？ 

 （事務局） 

  地域局に経緯を確認していないので、正確なことは言えないが、生ごみ処

理機補助に関して予算枠などは特に決めてはいない。申請があれば対応して

いきたいと考えている。 

 （佐々木委員） 

  実施計画について、類似団体との比較はなされているか？横手市だけの数

値を見ても比較対象がないので多いのか少ないのかが不明である。 

 （事務局） 

  実施計画については、類似団体との比較は想定していなかった。基本計画

の中でも示しているが、一人当たりのごみ排出量は、現在の横手市は県が２

２年度目標としている数値をすでにクリアーしている。 

 （小玉委員） 

  実施計画に関連してだが、最近レジ袋の有料化の問題が取りざたされてい

る。市としても「マイバッグ運動」の推進等に力を入れてもらいたい。（要

望） 

 （事務局） 

  今後も市民啓発の一環として取り組んでいきたい。 

  

以 上 

  

平成  年  月  日 

議事録署名委員               ㊞ 

 

議事録署名委員               ㊞ 


